
資料 1

長野県北部の地震及び東北地方太平洋沖地震における長野県の対応について

【長野県北部の地震による影響】
3月 28日  8:00現 在

嘲

発 表

発 生 日 時 平成23年3月 12日 (土)3時 59分頃

内 容 新潟県中越地方で地震発生、震源の深さ約1 0km地震の規模 M67(暫定)

長 野 県
6強 栄村、5弱 :野沢温泉村、4:飯山市、木島平村、中野市、飯綱町、長野市豊野、信

濃町

災害救助法適用

激甚災害指定
栄村 (3月 12日 )

被災者生活再建支援法 栄村 (3月 16日 )

人 的 被 害 ・12名 (長野市(1)、 野沢温泉村(1)、 栄村(10))全員軽傷

住家被 害
全 壊・半 壊

一 部 損 壊

全 壊 半 壊 一部損壊

栄村 (2棟 ) 栄村 (12棟 )

影   響 現 在 の 状 況

避難状 況

避 難 指 示 ・森 (中 条地区)6世帯18人

避 難 勧 告 ・3/22 1930 栄村青倉 10世帯25人

自 主 避 難 ・特養フランセーズ悠さかえ以下7箇所 327人 (再計)(3/27 1&00現 在 )

ライフライン

停 電

そ の 他

【上水道】
・栄村 秋山地区を除く303世帯で断水(3/27現在)

→ 当面の間給水体制を維持 (3台 )

【下水道】
・野沢温泉村の一部で農集排処理場停止
・栄村 森中農集排処理場の管渠破損 約l km

交   通

道   路

(国 )117号線
飯山市市川橋～新潟県境 通行止め

→ 総重量8t超を除く車両通行可

(国 )405号

津南町見玉地籍 落石
→ 片側交互通行

(県 )箕作飯山線、秋山郷森宮野原 (停 )線、長瀬横倉 (停 )線
→ 一部区間通行止め

鉄   道

【」R東 日本】
・飯 山 線 :

戸狩野沢温泉～十日町間
→ 代行バス等運行

長野～戸狩野沢温泉間
→ 戸狩野沢温泉で折り返し運転 (本数減)



０
ヽ ス

・南越後観光バス路線バス

森宮野原～湯沢線
→ 森宮野原～羽倉入日間 → 運休

・栄村村内オンデマンド交通

※ 避難所～診療所間 → 臨時バス運行

学 校 関 係

【栄村】
・北信小 コンクリート柱の一部損壊等 → 応急工事中
・栄 中 :ガラス破損等 → 応急工事中

そ の 他 ・野沢温泉村体育館天丼 落下の可能性 立入禁止(3/14 1000)

対 策 本 部 等 設 置

12日  3159 栄村災害対策本部設置

12日 3159 県災害対策本部設置

26日 830 飯山市警戒本部 ← 災害対策本部(12日 1130)← 警戒本部(12日 430)

12日 5100 県災害対策本部北信地方部設置

12日 5:40 県災害対策本部会議

12日 600 長野県災害医療本部

16日 「居住確保対策チーム」設置



長野県北部の地震及び東北地方太平洋沖地震における長野県の対応

′ミノ、自 (3/28 8:00 F甲 7■ ヽ

項   日 長 野 県 北 部 の 地 震

対策本部等

災害対策本部、 ヒ信土L方部設 |■

災害医療本部設置
居住確保対策チーム設置16口

日12

被

災

地

支

援

法適用
栄llに 災害救助法適用
地震災害に対 して、全 L■lを 文1象 に激甚災害に指定 (本激)

栄村に技災者生活再建支援法i芭 用

12日

12日

16日

情報収集等

北信1也方事務所で栄村、野沢温泉1寸 に連l・i調整員 6名 を派遣
栄村村道 lk「 災状況調査のため建設部職員12名 を派遣
災害救助法事務支援のためll員 延べ 4名 を派遣
栄村に災害対策担当駐在員 1名 を派遣

12日 ‐

15 [1 シヽ

15日 ヽ́

19日 ^―

農業支援

13、 17～ 19日 きのこ農家支援のため、飯山ilj、 野沢温泉||、 栄村へ農政部TRl員 延べ91名 を派遣
18～ 23日   きのこ農家支援のため林務部it員延べ31名 を派遣
14H～    農作物等の被害に対する技術 。i~営相談窓日を設置。北信農業改良普及センターFll

員が現地で相談対応

義 援 金 15日 ～   本庁・各地方事務所に義援金募全11設置 (21日 現在925万 円)

災害応急活動

県庁担当課職員、地方事務 Pll林務課職員と共に、連 日現場調査 (人 り調査や地上から
の踏査)

'■

務古「職員が学識経験者と共に中条川 ]I崩壊の調査を実施
中条川の崩壊t量推定及び今後の災害発生シュミレーションの調査委託を発注
国道405号 迂FI路確保等のための‖道味雪応援
「中条温泉 トマ トの国J上流にIL石 流センサー、警報機設置
「中条温泉 トマ トの国J横に導lt堤 (大型上のう)を設置開始
専門家による中条川 1順崩壊のデ1企 を実施 (森林総合研究所)

土石流センサー (2基 )、 瞥十「 F児 、li札カメラ設置完了
寺倉、中条集蓄住民へ状況計[り |

12日 ^―

15日

16日

17日 ～

19日

21日

24H
2511

26口

学校支援
栄村 3小 中学校へ校舎等診断及び技術支援のため建設
栄村の学校lt設の被災状況を県71築

「 会と調査のため教育委員会職員5名 を派遣

12日

15日

中小企業支援
曼1:比寡炎軍俳‖拙詈尊|:|:靴喜高楳L楳理念塞曇芳事讐11:需種|

中小企業震災相談窓 を設置 (25日 現在 相談件数35件 )

中小企業融資制lt資金 「災害対策資金」の貸イ司利率引き下げを実施

16^‐ 22 LI

17日

17 ～

28日 ～

警察活動

12「 ～

22日 ～

災筈警備本部設置
交通規制の実lL
ヘ リによる枝害状「L調 査
村内及び避難 Plに ,|す る警戒活 Il

許可銃砲の 次保管
現地警備本部 (飯 山警察署)ヽ警察官 4名 をlFk遺

避

難

者

支

援

医療・

保健活動

医療救護フ12チ ームを派遣
栄村の各避難所へ保健師等を派遣
こころの健康‖談を t~施 (27日 I見在 十日談件数 12件 )

13^‐ 18日

13日 ～

16日 ～

居住支援

12日     野沢温泉村に公共 T水道施設枝災状ル1調 査のため環境部職員 4名 派遣   ~~~~
12日 ～   栄|」 等に応急危険度判定十として建設部職員及び長野市建築十会等から延べ94名 を派遣

(判 定状況 危険 1297棟 、要注意 :417棟 、調査済1,282棟  (非住家含む))
141    野ツt潟 泉付に農業li落排水施 ltヤt災 1人 況調査のため職員 2率 を派遣
17日 ～   栄村に浄化 lll施設被災1人 況調査″)た めl‐■員延べ 9名 を派遣
17日     入居意向調査のため職員 11卒 を派遣

住宅相談 llk遣職員と|」 で 7 inl FT′ )避難所を回り、野沢温泉村旅館の宿泊希望者を募集
18日 ～   |:宅 総合相談窓口を設置、職員・Tべ 19名 を派遣 (23日 現在 相談件数195件 )

避難所 。

イli活支援

12日     栄 llへ 給水車 6台 (13日 ～ 5台 、25日 ～ 4台 、現在 2台 )を派遣     ~~
12日 ～   栄||の生活物資調達を支援 (水 、カーペ ット、ポ リタンク、ス トーブ、ポ リタン

タ、テレビ、仮設 トイ レ (含 洋式)、 ス トーブ、カーペ ッ ト、 Ir薬品 等 )

13日 ～   栄村に食料支援 (弁 当、おにぎり)

20日 ～   i士難Pr業務文授のため職員をlF遣 (20日 ～ 14名 、22日 12名 、23日 ～ 10名 )



延べ人員 (3/28800現在 )

日項 東 北 地 方 太 平 洋 沖 地 震

対 策 支 援 本 部

12日

14日

18日

2F _27「 |

災害医F2~本部設置
東北地方太平洋沖1也震 長野県災害対策支援本部
避難者受人文授チーム
被災県との支援計」整のための現地調査

被

災

文

援

i也

緊急消防援助隊
の  派  遣

11日 ～

11‐ 27日

1消 防組織法Jに基づき緊急消防援助隊を派遣
県内14消 防本部から、235部隊887率 が官城県へ出動 (第 7次隊)

☆県消「
'テ

lll災 ヘリ アルプス」 t,救助 救急搬送!「動等を実施

広域緊急援助隊
(警 察 )の 派遣

11日 ～ 1警 祭法」に基づき広 lk緊 急援助隊を派遣      ~~~~
県警本部が、 164名 を岩手県、「 f城 県、福島県及び茨城県へ派遣
※広緊隊のi■ か機動隊、特月ltr造 を含む22日 出発分まで,

DMAT(災 害
派遣医療チーム)の

菫
Ｒ

11^‐ 22日 県内 li」 院より15チームを派遣 (岩手県、宮城県、福島県)

ドクターヘ リの
派     遣

12‐ 13日 福島県立医大へ派遣

医療 救 護 班 の
ll民           1彗

16～ 19日  
「

l燎救護班を端手県へ1チーム lr遣          ~~~~
18日 ～   医療救護班を官城県へ3チーム派遣 (2日 ごとにチームを入替 )

※ 1チーム医自I、 看護FT、 連絡調整員など5′)で 構成
18日    医薬品145品 日、術生材料 15品 Hを渦巻赤十字病院へ提供
17～ 21日   「′きのケアJチープ、を官城県へ派遣
24日 ～   福島県へ医師1名 、故11線技「l11名 、偽tltF.l11名 、連絡要員2名 を派遣

端 千県へ保健 Ll1 1名 、連絡要員2名 を派遣
2ユ :]γ   J二■ま護りIを官城県 (南 三「

“

lc)へ lチーム派遣

物 資 支 援

l」資受付開始 (岩 千県から要請のあった15品 目) ※22日 から一時休止
★県庁及び合同庁合 (北信今庁を除く。)8:30～ 1900

県独 自に岩手県へ3回搬送 (101ト ラック19台 ※日赤備蓄分含む。 )

自衛隊ルー トでの搬送 (計 621)

16日 ～

18日 ～

18日 ―

金援義 15日 ～   県庁及び各合同庁舎に義授金募金箱を設置 (24日 現在4,669万 円)

避

力[

者

　

　

支

　

　

援

避 難 者 支 援

18日 ～   肛][首受入のため受人 可能施設をll:保                    ~
21日     「東北地方人平洋沖地震の被災者受け入れ方針Jを決定、市町村関係 団体へ依頼
22日 ～   避難者受入相談窓 口を設置 (27日 現在 相談件数 187件 )

22日 ～   一時待避所を開設 (県 消防牛」交)

※ 受人可能施設及び受人状況(3/27現 在)

■ 人 可 有ヒ 数 受 入 数

'| :1 
教 人 数 (人 ) 施 設 数 人 数 (人 )

公 営 ll宅 等 lξ 料 施 設 557 6,676

旅 館  ホ テ ル 等 有 料 施 設 1,108 14,860

県 内 l● 療 機 関 受 人 可 能 放 1,4 1 140 0 0

県内人Ji析受入可能数
件 午

5 0

200 0

県内 i「 会福祉施設受人 可

'卜

数 :338 1,065 3

〈
ム
牛界

機
対

学
保

就
確

16口

22日

22日 被災地域の児童生徒の就学機会
711‐

対策を発表
枝災1也域の・L煮生徒の受人綱談窓 |を開設

/」 ヽ 中、高、特別支援学校)

県

内

影

響

対

策

7KL 康 対 策

16日 ～

16日 ～

常 時

17日 ～

18日 ～

|こ ころの健康相談窓口Jを開設 (府1曝健福センター )

放身1線本H談電話を開設 (27日 :[在  相談件数1,071件 )

空間放射線量のlHl定 (長 野市安茂里)※ほかに簡易測定を実施
牢「ul放射線景に係る情報を中[J語 など5言語で提供
:水 (蛇 口水)及び降下物の放射能濃度の汲1定

の
保

品
確

料
全

食
安

19日    茨城県正ホウレンソウ検査を実施 (1検 体が暫定規制値超 )

21日 ～   食肝|の 安全に関する相談窓 Jを 設置 (27日 TllL在 相談件数 186件 )

24日 ～   県内産農産1勿 の検査を実施

資
給

物
‘定

活
安

生

の

16ロ    カ1事 メンセ~ジ 1生 活円li物資についてお願いJを発表
17日    石油製品のlb格等jll向調査を実施 (調査対象 :県 内7晰舗 )

生活関連物資供給確保等について関係Fl体に協力要請 (10団 体)

18日    生活関連物 tiの l Jl格 等■ll向調査を実施 (調査内容 :食料品 8品 日、 日用品 7品 日)

企 業 活 動

16～ 22日  東北地方大手洋沖地震等に(11う 経営への影響調査の実施 (24日 l・ 呆発表 )

17日    東北地方太平洋沖地震等に係る経済関係団体連絡会議の設置 (24日 開催 )

17H～   中小企業震災相談窓日を開設 (23日 l llL在 相談件数20件 )

28日 ～   中小企業融資市」度資金 「災害対策資金Jの貸付利率引き ドげを実施


